
食
べ
た
子
供
が「
う
ま
い
！
」と
　
　
　

笑
顔
に
な
る
野
菜
を
作
り
た
い

　
就
農
か
ら
７
年
目
。
前
職
は
、
ア
パ
レ
ル
関
係

で
洋
服
の
販
売
を
２
年
程
し
て
い
ま
し
た
。
農
業

を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、「
自
分
で
作
っ
た
も
の
で
、

た
く
さ
ん
の
人
を
笑
顔
に
し
た
い
。」
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。
作
業
は
、
妻
と
両
親
、
パ
ー
ト
の
方
と

行
っ
て
い
ま
す
。

　
年
間
作
付
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
と
ハ
ウ
ス
に
、

年
間
約
40
品
目
を
栽
培
。
野
菜
は
、
タ
マ
ネ
ギ
・

ネ
ギ
・
ト
マ
ト
・
キ
ャ
ベ
ツ
、
果
樹
は
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
・
ぶ
ど
う
・
柿
・
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
原
木

し
い
た
け
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。
販
売
方
法
は
、

市
内
外
５
軒
の
食
品
ス
ー
パ
ー
の
地
場
野
菜
コ
ー

ナ
ー
へ
出
荷
、
ま
た
一
部
レ
ス
ト
ラ
ン
に
も
卸
し

て
い
ま
す
。

川
上
さ
ん
の
野
菜
な
ら「
間
違
い
な
い
」

と
評
価
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

　
自
分
の
作
物
は
、
ス
ー
パ
ー
で
は
「
川
上
修
平

さ
ん
の
野
菜
」
と
名
前
を
付
け
て
販
売
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
数
あ
る
野
菜
の
中
か
ら
、
お
客
様

に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
何
度
も
リ
ピ
ー
ト
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
品
質
の
管
理
が
も
っ
と
も
大
切

だ
と
考
え
、
旬
の
採
れ
立
て
の
も
の
を
、
鮮
度
を

保
持
し
た
ま
ま
、
早
く
納
品
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
店
頭
で
今
後
の
野
菜
の
出
荷
予
定

れ
が
さ
ら
な
る
仕
事
の
や
る
気
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
で
見
か
け
た
時
は
、

ど
う
ぞ
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
野
菜
」を
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
り
た
い

　
　

　
野
菜
作
り
も
手
間
暇
を
か
け
れ
ば
、
商
品
の
質

は
上
が
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
子
育
て
と
同
じ
よ
う

な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
病
気
に
な
れ
ば
、

直
ぐ
に
手
当
を
し
て
あ
げ
る
、
肥
料
を
施
す
こ
と

は
、
子
供
に
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
と

同
じ
で
す
。
す
べ
て
の
野
菜
に
愛
情
を
注
ぎ
、
自

信
を
持
っ
て
お
客
様
へ
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
も
や
っ
て
い
て
、
旬
の
野
菜
の
生
育
情

報
や
売
り
場
の
写
真
、
イ
ベ
ン
ト
出
店
情
報
な
ど

を
投
稿
し
て
い
ま
す
。

（
川
上
さ
ん
の
農
園
の

イ
ン
ス
タ
ア
カ
ウ
ン
ト
：

syufey 1019

）

表
を
掲
示
し
た
り
、
店

頭
広
告
で
美
味
し
い
食

べ
方
を
お
伝
え
す
る
な

ど
、
お
客
様
に
自
分
の

野
菜
の
美
味
し
さ
を
知

っ
て
い
た
だ
く
工
夫
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
陰

様
で
、
最
近
は
指
名
買

い
も
増
え
て
き
て
、
そ

20
歳
か
ら
梨
作
り
を
始
め
る

　
就
農
し
て
22
年
目
。
年
間
作
付
１
．
５
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
梨
畑
に
、
幸
水
・
豊
水
・
か
お
り
・
新
高
・

あ
き
づ
き
を
作
っ
て
い
ま
す
。
作
業
は
、
主
に
両

親
と
行
い
、
販
売
方
法
は
、
庭
先
直
売
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
販
売
で
す
。
当
園
（
江
本
梨
園
）は
、
代
々

こ
の
地
で
続
く
梨
農
家
。
こ
れ
ま
で
栽
培
技
術
は
、

鎌
ケ
谷
市
梨
業
組
合
の
講
習
会
な
ど
で
習
得
し
高

め
て
き
ま
し
た
。

お
客
様
に
喜
ば
れ
る
梨
を
作
る
た
め
　

作
業
は
愛
情
を
込
め
て
丁
寧
に

　
梨
の
収
穫
の
シ
ー
ズ
ン
は
８
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
。
そ
れ
以
外
の
時
期
は
、
施
肥
、
剪
定
・
誘

引
、
交
配
、
摘
果
、
袋
掛
け
と
い
っ
た
作
業
が
あ

り
ま
す
。
毎
年
、
美
味
し
く
て
甘
い
梨
を
作
る
た

め
に
、
ど
の
作
業
も
大
切
で
す
。

　
当
園
は
直
売
が
メ
イ
ン
で
す
か
ら
、
毎
年
来
園

い
た
だ
く
お
客
様
と
の
関
係
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
に
、「
こ
こ
の
梨
は
美
味
し

い
。」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
励
み
に
し
て

梨
作
り
に
精
進
し
て
い
ま
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方

を
大
切
に
、
今
後
は
新
規
の
お
客
様
に
も
選
ん
で

い
た
だ
け
る
よ

う
に
当
園
の
独

自
の
ア
イ
デ
ア

を
考
え
て
い
ま

す
。

　
６
年
程
前
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
り
ま
し
た
。

口
コ
ミ
で
、
お

客
様
に
は
沢
山

来
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
す

が
、
よ
り
多
く
の
方
に
鎌
ケ
谷
の
梨
の
魅
力
を
知

っ
て
欲
し
い
と
思
い
、
始
め
ま
し
た
。
梨
園
の
紹

介
や
、
鎌
ケ
谷
の
梨
の
歴
史
、
梨
が
出
来
る
ま
で

と
い
っ
た
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
梨
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

千
葉
、
鎌
ケ
谷
の
名
産
の
果
樹「
梨
」を

作
る
農
家
と
し
て
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て

　　
鎌
ケ
谷
市
は
千
葉
県
で
も
有
数
の
梨
産
地
で
す
。

梨
サ
イ
ダ
ー
や
ワ
イ
ン
な
ど
加
工
品
に
も
力
を
入

れ
た
り
、
販
路
拡
大
を
目
指
し
て
、
県
外
・
海
外

へ
の
ピ
ー
ア
ー
ル
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
栽

培
技
術
を
競
う
「
幸
水
・
豊
水
共
進
会
」「
晩
梨
コ

ン
テ
ス
ト
」
も
あ
り
、
私
も
他
の
生
産
者
と
共
に

上
位
入
賞
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
梨
園
で
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
、
鎌
ケ
谷
　
初
富
　

江
本
梨
園
で
検
索
く
だ
さ
い
。

官
製
は
が
き
に
―

◆
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
と
、
本
紙
を

　

ご
覧
に
な
っ
た
ご
感
想
と
Ｊ
Ａ
と
う
か
つ
中
央
へ
の
ご
意
見
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

◆
抽
選
で
、
ご
当
選
さ
れ
た
10
名
様
に
、「
地
場
野
菜
の
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

◆
応
募
先
＝
〒
２
７
１
―

８
６
２
０
（
私
書
箱
）　

　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
と
う
か
つ
中
央
「
地
場
野
菜
の
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
係　

◆
応
募
の
締
め
切
り
＝
令
和
2
年
9
月
11
日
（
当
日
消
印
有
効
）

　

ご
当
選
の
発
表
は
、
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
本
抽
選
の
み
に
利
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
目
的
に
は
利
用
い
た
し
ま

　

せ
ん
。

「
地
場
野
菜
の
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
」
を

	

10
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

“チパンダ くん”
［JAグループ千葉キャラクター］

　JAとうかつ中央は、「農業者の所得増
大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」
を目指すため「都市農業振興5か年計画」
を策定して取り組んでいます。

地域の皆様と共に
ＪＡとうかつ中央の自己改革

●ホームページでも自己改革情報を発信中！ QRコードでアクセス

ＪＡとうかつ中央管内特産
「矢切ねぎ」と「あじさいねぎ」
を紹介します！

　当ＪＡ管内では、「矢切ねぎ」
が地域団体商標を、「あじさい
ねぎ」が商標登録を取得してお
り、特産品です。

焼いてよし、鍋でよし「矢切ねぎ」って？
　「矢切ねぎ」は、松戸市の矢切地区で生産されている
ねぎで、平成19年に国の地域団体商標を取得しています。
栽培されるようになったのは、明治3，4年頃と言われて
おり、当時の東京府下砂村（現：東京都江東区）から「千
住ねぎ」の種子を譲り受け栽培されるようになったもの
です。
　全国農産物品評会で 3度の農林水産大臣賞を受賞しており、「焼いてよし、鍋でよし」
の野菜と言われ、高級ねぎとして贈答品にも親しまれております。

「矢切ねぎ」生産者
「カネキ近藤農園」

近
こんどう

藤　泰
やすひさ

久　さん

「あじさいねぎ」生産者
「藍川園芸」

藍
あいかわ

川　英
ひ で き

樹　さん

矢切ねぎは、甘
みが強く肉厚で
芳潤な風味が持
ち味です。
一般のねぎより
も弾力性があり、
とにかくとって
も甘いですよ。

松戸から生まれた伝統の味

「あじさいねぎ」って？
　「あじさいねぎ」は、松戸市北部（北小金駅周辺）で
栽培される葉ネギ（青い部分が多いねぎ）です。その歴
史は古く、江戸時代後期頃に柴又周辺から伝わり、昭和
40年代に本格的に生産されるようになりました。平成16
年には、商標登録を受けています。
　「あじさいねぎ」の名前の由来は、生産地にある紫陽
花で有名な本土寺（あじさい寺）から名前をいただいた

こと。また、味わい深く、鮮やかな彩りのねぎの特徴を、味（あじ）も良く、彩（さい）
も良いという意味が込められています。
　また、加工品として、うま辛だれ、醤油だれ、肉みそ、ポークソーセージ、野菜ドレ
ッシング、カレーそぼろなどもあります。

小気味良い、
シャキシャキ
とした食感と
やわらかさ、
そして、深い
香りと辛みが
特徴です。
爽やかな風味
も自慢です。
ぜひ、食べて
みてください。

江
え も と

本　和
かずひさ

久　さん（42歳）

鎌ヶ谷市初富

川
かわかみ

上　修
しゅうへい

平　さん（30歳）

松戸市和名ヶ谷

大地の担い手大地の担い手

ＪＡが女子大とコラボ
産学連携事業
　当ＪＡは2019年11月12日、市川市の
和洋女子大学で松戸特産のあじさいね
ぎレシピ発表・試食会を開きました。
（写真上）
　また、当ＪＡは2020年 １ 月15日、我
孫子市の川村学園女子大学で、あじさ
いねぎレシピコンテスト表彰式を開き
ました。（写真下）

美味しい地場産をどうぞ
ＪＡ役職員で地産地消

　当ＪＡは2020年 １ 月17
日、松戸駅直結の商業施
設アトレ松戸のイベント
ステージで、松戸の特産
野菜で、地域団体商標も
取得した矢切ねぎやこの
時期旬を迎えた農産物の
ＰＲを目的として、松戸
の特産品「矢切ねぎ」出
張販売イベントを開きま
した。

台風被災地の復興支援活動
延べ90人が参加 　当ＪＡは2019年 9 月に発生

した台風15号などにより、被
災した県内の農家を支援する
ため、ＪＡグループ千葉が派
遣した被災地復興支援隊に、
職員延べ90人を約 2カ月間に
わたり派遣。甚大な被害が発
生した農家宅のパイプハウス
資材の撤去など、農業生産基
盤の復興支援に関する作業を
行いました。

自己改革の情報発信
商工会議所で講演会

　当ＪＡの小倉忠勝代表理
事理事長は2020年 １ 月22日、
松戸商工会議所会館で、同
商工会が主催するサービス
業部会講習会で講演しました。
　同理事長は、ＪＡの経営
理念や矢切ねぎ、あじさい
ねぎ、梨など主力農産物に
ついて、商工会議所との今
後の事業連携の提案などを
講演しました。

kazuhiko0476
取り消し線

kazuhiko0476
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kazuhiko0476
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